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道頼は反色好みか『落窪物語』は言わずと知れた継子いじめの物語である。 「わかうど
ほり腹」の姫君が正妻である継母にいじめられているのを、左大将の息子の道頼が救出するという、シンデレラストーリーである。とはいえ、姫君を救出するところまでの展開が非常に速く、その後の復讐報恩に紙数が割かれている事実は、すでに指摘されて久しい。そしてその復讐は、道頼から姫君への「愛」を根拠 なされている。言 換えれば、 愛を根拠にすることで、 復讐の残虐さは隠蔽 る。道頼は、右大臣の姫君との結婚の話題につ ても即時に拒否し、姫君一人への愛を貫く。こ こ 一夫一婦を理想とするものであり 継母・継子の関係を生みやすい当時の 多妻制への批判であるという三谷邦明の見解がある
（注１）
。これに対し、藤井貞和は、道頼が一夫一婦主
















帯刀、大将殿に参りたれば、 「いかにぞ。かのことは」 、 「言ひは
べりしかば、しかじかなむ申す ま とにいと遙けげなり。 やうの筋は、親ある人は、それこそともかくも急げ、おとど 、北の方に取りこめられて、よ したまはじ」と申せば、 「
さればこそ、入


























すでに先行論文が繰り返し指摘するとおり、 道頼はその登場当時、 「色好みの男」であった。普段からさまざまな女性の情報を帯刀から聞き出しており、落窪の姫君については「わかうどほり腹」という高貴な血筋ゆえに興味を持った。そしてとにかくたばかって部屋に入れよと命じる。 まじめにおつきあいするのかどうかと追及する帯刀 対して、道頼は顔を見てからでなければ決められないと言い、気に入らなければ関係を終えるまで、と簡単に発言する。このよ に道頼は好色な男であったのだが
（注３）
、実際に姫君に会ってみると、その魅力的な様


















から反色好みの男へと造形が変化した道頼の姿を認めた上で、それが理想的な愛の姿 のか、 はたまたファッショ的な悪徳であるのか、という二局面 提示するに至っている。
だが、はたして本当に道頼の造形は変わったのだろうか。そもそも









べけれど、誰かは教へむ。母君の 六つ七つばかりにておはしけるに、習はし置いたまひけるままに、箏の琴をよにを しく弾きたまひければ、―（略）―つくづくと暇のあるままに、物縫ふことを習ひければ、いとをかしげにひねり縫ひたまひければ、 
（巻一・一〇）
畑も繰り返し指摘しているが、本来でき ことなら七絃の琴の才能があってほしいものを、教える人 いなかったため 理由付けた上で、「代替」としての縫製能力が指摘されている。織女性は七絃の琴とも結びつくものであるが、姫君はそれではなく縫製能力であった。 『うつほ物語』の俊蔭の娘のように七絃の琴の神聖さに守られる女主人公とは違う造形が目指されて ると室城秀之は言う
（注６）
。しかしここ































ある落窪という用語を用いて、北の方や中納言が姫君を侮辱することに対して、道頼は怒り心頭に発して復讐を決意するのである。それゆえに彼の復讐は まず四の君と面白 駒の結婚話にあ ような、性的屈辱を与えるものになっている。「窪」という用語が女性器の意を象徴することは、 『うつほ物語』にも見える。源正頼とその息子たちが宮中に居並ぶ様子を見て、仲忠という一人息子しかいない藤原兼雅は、嫉妬ゆえに次のように漏らす。　
かくて、 「除目侍なるを、参らせたまはむとやする」 。おとど（兼













正頼やその息子たちが宮中に堂々と居並んでいることについて、 「いったい の妻 大宮にはどんな「窪」がついているのだろう。また引き続き、あて宮というもう一つの「窪」があって、ますます一族は横へと広がりを見せるようだ」と。非常に下品な物言 であ が、次々に子を産む女性 ことを「窪つきたる女子 うの あり、高橋の言うように「窪」が女性器 意味してい ことはこの場面からも了解しうる。その「窪」という語に「落」というマイナス語がついた造語を聞いて、道頼は復讐 決意するのである。
先に引用した当該場面であるが、道頼は、その語の恥ずかしさをこ



















落窪の君とつけられて、中の劣りにて、うちはめられてありけるものを、かく類なく思しかしづくこそ、あやしけれ。人は、かたへは父母居立ちてかしづかるるこそ、心にくけれ と言ふに、中将、面うち赤めて、 「古めかしき心なればにやあらむ、今めかしく好もしきことも欲しからず、覚えも欲 らず、父母具したらむをともおぼえず。落窪にもあれ、上り窪にもあれ、忘れじと思はむをば、いかがはせむ 人の言はむもことわり、そこにさへ、か 宣ふこそ心憂けれ。 」
 
（巻二・一六一）
乳母は、 「落窪の君」という呼称を出して「うちはめられて」と述べている。 「うちはむ」とは「閉じ込める」の意であるから、乳母は性的蔑称としてではなく、 「落窪に られた姫君」という建築用
語について発言していることになる。上達部の娘だとしてもそのようなひどい扱 をされ、大切に育てられていない娘では、両親の後見を得られない、それよりは右 臣の姫君と結婚したほうが道頼のために良いという点を乳母は伝えようとしているのである。しかしここで道頼は、 「面 ち赤めて」とあるよう 、 「落窪」を性的蔑称として捉え、「上り窪」という造語を出してまで乳母をしかりつける。もはや道頼の前で「落窪」は禁句と った状態である。乳母は 閉じ込められている落窪の君」と呼んでいるだけだとしても、道頼に っては「 （彼女が）落窪だろうと上がり窪だろうと」と言うように、彼女の女性的欠陥を示す用語になってしまうのである。
そもそも「窪」なる語が、女性の陰部という恥ずかしさの意を伴う
語であるにしても、四六時中、誰にとっても 女性器の意味として存在するのではない。ある単語が卑猥な意味をも持 場合、その語を卑猥な意味として捉えるかどうかは、そのように捉える主体の問題にある。それが造語であるならなおさらである。
北の方や乳母が発言する 「落 はあくまでも建築用語としての 「窪」
であった。しかし、それを聞き取る道頼は「女性器 しての意味に捉え、姫君の恥ず さを慮り、北の方に復讐を決めたのである。そして「落窪に閉じ込められている姫君」と言う乳母に対し は、 「落窪にもあれ、上り窪にもあれ」 、女性器として 「窪」の意味て敏感 その言葉を感 取り、 「 こにこそ、かく宣ふこそ心憂けれ」と、しかりつけるのである。そのような意味として捉え いる は、道頼自身なのである。
なぜ彼はそのような意に捉えてしまうのだろうか。それがやはり、














馬鹿にしていたが逆に四 君の方こそ「落窪」 あると言われたに等しいこの一件につい 、もう少し何 ら気がつ てもよさそうなものである。しかし北の方は 「死ぬる心ちする」と うばかりで、 まったく気がつかない。
道頼は色好みな男から姫君への純愛を貫く男へと変貌したのではな













て奉りつる、見たまふに、かかれば、いみじう恥づかしうて、えうちも置きたまはず、すくみた やう て居たまへり。北の方、 「御手はいかがある」とて見たまふに、死ぬる心ちすること、かの落窪といふ名聞 れて思ひしよ も さ 心ちすべし。 
（巻二・一三〇）



























『伊勢物語』では、業平と思われる色好みな男が、まだ歌を詠めない女の代わりになって男へ歌を送る。そのすばらしさゆえに藤原敏行は女のもとを通い続ける。雨が降る夜、通うことをしぶっているとまたしても業平代読の歌が届く 「身 し 雨はふりぞまされる」と聞いた敏行はすぐさまびしょ濡れになって女の家へやってくる、という話である。色好みな業平と敏行の対決場面として読めるおもしろい段である。結婚三日目の夜に大雨が降るという困難な状況の一場面に こ 『伊

















讐を誓うという展開として『落窪物語』は読まれてきた。しかし、事実はそうではな 。道頼はあくまでも色好みな男でしかない 彼が色好みであるからこそ、 「落窪」 という女性への蔑称に気づき、 復讐を誓ったのであり、その思いを果たすためには、他の 性と恋に落ちている場合ではない。かくして、結 的に一夫一婦主義な男 になっているのである。しかし、本来多くの女性へ関心を向けられるだけのエネルギー ある男性が、一人の女性に み思いを向けることになったために、 道頼にはエネルギーが有り余っている状態とな 。色好みな男が、多くの女性へ情熱を向け くなった結果 その有り余るエネルギーが中納言・北の方にのみ向けられることにな た そのエネルギーのすさまじさが、か 繰り返される復讐の段な である
そのエネルギーは、四の君と面白の駒の結婚に始まり、四の君と帥
の再婚話にまで続いていく。そして四の君を再婚させることにし 道頼は、 「かの、 『落窪』と、言ひ立 られて、さいなまれ まひ 夜こそ、いみじき志は ま りし 。その夜、思ひ臥 たりし本意 皆かなひたるかな。 」 （巻四 二七二）と、 「落窪」 語によって復讐を決意したことを思い返し、 その意が叶った今を満足げに語るのであ 。
色好みと人心掌握の権力彼ら二人の愛の物語が、単純に美徳とは言えない旨が神田により指








のも確かである。中納言が とし、子供たちへも 旨 主張する場面で、北の方は「死ねかし」と思って この言葉じたい
─ 37 ─
『落窪物語』―色好みの男の系譜へ はひどいものであり、 継母の人間レベルの低さを物語るものであるが、一方で今までひどい復讐をされてきたにもかかわらず、これまでの屈辱を簡単に消化し、翻って忠誠を誓おうとする中納言の態度は、継母ならずともおろかな に思えよう。
（中納言）

















容する。 「さかし」とは「賢い」ことであるが、 「こざか い」場合にも使用される。中納言の場合、後者の意であろう。語り手は、道頼の絶対的な権力の図を描いておきながら、一方 それにだまされる中納言を「さかし」と見下す。語り手は『落窪物語』の描く、色好みな政治権力者とそれにおもねる被支配者の社会の構図を俯瞰する位置に立っている。
四の君の再婚について、彼女が面白の駒にだまされた悲劇を抱えた






好み」である。復讐を通して中納言家の人間を支配し、人心を掌中のものとする。四の君の再婚にまで決定権を持ち、貴族世界の 間関係の構築も道頼次第な であ 『落窪物語』は継子いじめの物語を大テーマとしているがゆえに、多様な女性との好色場面が描かれていないのであるが、そのことによってすなわち色好みの終わりと評価されてはならない。
光源氏は、 「先帝の后腹」の四の宮である藤壺に思い焦がれた。彼
女以外を本気で愛す ことは出来ず、 そ 代替として紫 上 愛した。紫の上が、父兵部卿の宮に引き取られるこ になって、その直前に自ら二条院へ連れ きた。それ より、継母と紫の上との「継子いじめの物語」が回避さ た。一方、道頼は、常日頃から帯刀に良い の情報を聞き、 「わかうどほり腹」 の姫君である落窪 姫君に意を留めた。そして継母からいじめら いる姫君を救った。その彼は、着実 出世し、人心を掌握する大権力者へと成長を遂げ 落窪の姫君と 夫婦関係は理想的なものと見られた。一方、紫 上との夫婦関係は理想的なものと周りに評価され、准太 天皇にまでのぼりつめ 光源氏
他の物語の男主人公が 「色好み」 の造形から逃れられないように、 『落











































 （注８）で、三谷も北の方たちが中納言の手前、女性器としての意で呼称していたわけではあるまいと述べる。本稿では、 なぜ道頼はそのように しか」受け取らないのかについて問題視したい。
注
10　






 （注３）において、 「道頼がほんとうに「色ごのみ」であったか否かを規定しようとしても、ほとんど意味はない」と述べるが、中古文学史の系譜を考える上で、男主人公が結局のところ色好みであるのか否かは重要な点であると思う。 『竹取物語』において、かぐや姫を前に五人の色好みの求婚者も、色好みの王たる帝も敗北を余儀なくされる。しかし、そのような彼らを敗北させられ かぐや姫の凄さ ある であり、そもそも色好みでなければ、 かぐや姫の求婚者にもなり得ないのである。 どんなにストイック 『うつほ物語』の藤原仲忠をしても、 「楼の上」巻 色好みな面を垣間見せるように、父兼雅の血から逃 ことはできない。
※本稿は平成
27・
28年度「日本文学史Ⅰ」の講義で扱った内容の一部である。
 
（本学兼任講師）
